
 

 

 ２  特集 美ら島おきなわ文化祭2022 

詩（ことば）の祭典 

美ら島おきなわ文化祭2022 分野別交流事業 

 美ら島おきなわ文化祭（第 回国民文化祭 第22回全国障害者芸術・文化祭）が令和4年10月29日
（土）に未来創造センター 多目的ホールで開催され、全国から『海』をテーマに寄せられた409点の

作品の中から「文部科学大臣賞、国民文化祭実行委員会会長賞など、多くの入賞作品が選出されまし

た。 

 式典は、みやこ少年少女合唱団による「その先へ・へいわのたね」の合唱により祭典は幕を開け、

美ら島おきなわ文化祭2022宮古島市実行委員会会長の座喜味市長が挨拶を述べ入賞者や関係者を激励

しました。 

 その後、入賞者の表彰に移り、小学生の部、中学生・高校生の部、一般の部それぞれの入賞者に賞

状と記念の楯が授与されました。 

 また、入賞作品の各部門最高賞となる文部科学大臣賞３作品 

  ・ 小学生の部     ・・・ 野田 梨央さん（おかあさんの目） 

  ・ 中学生・高校生の部 ・・・ 石橋 紺花子さん（始まりを告げる場所） 

  ・ 一般の部      ・・・ 雪柳 あうこさん（海際で） 

の群読が行われ、来場者は、それぞれの詩の世界に浸るひとときでした。 

 審査員を代表して選評を述べた下地ヒロユキ氏は、入賞作品それぞれの評価を行いながら、詩(こ
とば)の祭典に応募した方々に「これから先も詩に向かい続けさらなる高みを目指して欲しい」と激

励しました。 

 表彰式後は、第二部として琉球大学名誉教授の山里 勝己（やまざと かつのり）氏と、詩人の高良 

勉氏による特別講演が行われ、山里氏は「詩を翻訳すること、琉球語で詩を書くこと ――与那覇 幹

夫、ゲーリー・スナイダー、琉球語」と題した講演を行い、「詩」に向き合うこと、琉球における変

遷などを話されました。また、高良氏は、「何故、宮古から多くの詩人が生まれるのか」を紐解きな

がら、宮古出身の多くの詩人達を紹介したうえで、自身の宮古島を題材にした作品も朗読し、これか

らも詩に関わり続けていくことや詩の魅力などを話されました。 



 

 

３ 美ら島おきなわ文化祭2022 

■ 中学生・高校生の部 

 文部科学大臣賞 ・・・・・・・・・・・・ 石橋 紺花子「始まりを告げる場所」 

                     福岡県市私立久留米信愛高等学校１年 

 国民文化祭実行委員会会長賞 ・・・・・・ 山本 彩紗「海の姿」 

                     香川県三豊市観音寺市学校組合立三豊中学校１年 

 沖縄県知事賞 ・・・・・・・・・・・・・ 沖田 樹音「一八〇〇キロメートルのパワー」   

                     東京都私立渋谷教育学園渋谷中学校３年 

 宮古島市長賞 ・・・・・・・・・・・・・ 上米良 朋花「足どり」 

                     宮崎県立佐土原高等学校３年 

 宮古島市教育委員会教育長賞 ・・・・・・ 金城 孝哉「生命の源」 

                     沖縄県西原町立西原東中学校３年 

 一般社団法人日本詩人クラブ会長賞 ・・・ 下地 るるか「いつまでもいつまでも」 

                     沖縄県宮古島市立久松中学校３年 

  

   詩（ことば）の祭典入賞作品 

■ 小学生の部 

 文部科学大臣賞 ・・・・・・・・・・・・ 野田 梨央「おかあさんの目」 

                     京都府京都教育大学附属京都小学校 初等部３年 

 国民文化祭実行委員会会長賞 ・・・・・・ 坂本 孝仁「私はどこへ」 

                     徳島県美馬市立江原南小学校４年 

 沖縄県知事賞 ・・・・・・・・・・・・・ 槇納 陽「海のえい画館」   

                     京都府京都教育大学附属京都小学校 初等部３年 

 宮古島市長賞 ・・・・・・・・・・・・・ 工藤 ひまり「いってみたいな」 

                     岩手県奥州市立木細工小学校１年 

 宮古島市教育委員会教育長賞 ・・・・・・ 前泊 祐晟「お気に入りの海をいつまでも」 

                     沖縄県宮古島市立伊良部島小学校５年 

 一般社団法人日本詩人クラブ会長賞 ・・・ 菊池 結心「真っ白な海」 

                     岩手県奥州市立木細工小学校４年 

 日本現代詩人会会長賞 ・・・・・・・・・ 竹浪 宏美「私と海」 

                     京都府京都教育大学附属京都小学校 初等部３年 

■ 一般の部 

 文部科学大臣賞 ・・・・・・・・・・・・ 雪柳 あうこ「海際で」      東京都 

 国民文化祭実行委員会会長賞 ・・・・・・ 後藤 順「海の語らい」      岐阜県 

 沖縄県知事賞 ・・・・・・・・・・・・・ 麻生 藤「さんざめくひかり」   沖縄県 

 宮古島市長賞 ・・・・・・・・・・・・・ 戸田 和樹「投身の海」      京都府 

 宮古島市教育委員会教育長賞 ・・・・・・ 加澄 ひろし「メッシーナ（海峡）」 東京都 

 一般社団法人日本詩人クラブ会長賞 ・・・ 田中 傲岸「さらば木馬よ」    熊本県 

 日本現代詩人会会長賞 ・・・・・・・・・ 元澤 一樹「恵子の影」      沖縄県  



 

 

 ４  図書館からのお知らせ 

� 電子図書館サービスがスタート！�

 市立図書館で12月16日（金）10:00から電子図書館サービスが始まります。 

電子図書館とは、デジタル化された書籍（電子書籍）をパソコンや

タブレット、スマートフォンなどで２４時間３６５日、いつでもどこでも

借りて読める新しいサービスです！ 

 

 

☆利用対象 ： 宮古島市に住民登録があり、有効期限内の市立 

             図書館利用カードをお持ちの方 

 

※利用カードのない方、有効期限切れの方は、図書館で申請また 

 は更新手続きが必要です。 

 

※１８歳未満の方は学生証や保険証、母子手帳でも可能です。 

◇よくあるご質問◇ 

Q：宮古島市立図書館で所蔵している本や、一般流通している電子書籍がすべて読めるのですか？ 

A：出版社が図書館で貸出OKとしている電子書籍のうち、図書館が購入したものを読むことができま 

  す。約3,000タイトルでスタート予定です。動く（動画）絵本や、音声で楽しめるオーディオブックなど 

  も閲覧・貸出できます。 

 

Q：利用について詳しく教えてください。 

A：ご利用の端末(PC、スマートフォン等)上で利用者ID、パスワードを入力して、電子図書館へログイン 

します。 

   

    ID：利用カードのバーコード下の番号 

  パスワード：利用者の西暦の生年月日 

       （例）2008年8月17日生まれの場合は「２００８０８１７」 

 

※パスワードはログイン後「マイページ」から変更できます。 

※上記でログインできない場合は有効期限切れの可能性があります。 

※１回あたりの貸出：２点まで、予約：2冊まで、貸出期間：7日間          



 

 

５   博物館のお知らせ 

みゅーじあむニュース 

【休館日】 

毎週月曜日、年末年始休:12/29（木）～1/3（火）、成人の日振替:１/10（火）、 

建国記念の日:２/11（土）、天皇誕生日:２/２３（木） 

第40回企画展 

「令和３年度新収蔵品展」開催！ 

 

令和３年度に当館へ収蔵された資料321点から厳選した資料を

公開します。 

今後の展示会や研究活動などで活躍する資料が一堂に会するま

たとない機会をぜひお見逃しなく！ 

 

開催日 12月16日（金）～１月29日（日） 

「本土復帰50周年関連パネル展」展示替えを行いました！ 

問い合わせ先 

TEL：０９８０－７３－０５６７ 

mail：museum＠city.miyakojima.lg.jp 

現在、博物館では、戦前から本土復帰の頃の思い出について聞き取り
を行っています。その中で、特に戦時中に学童疎開を経験された方を探し
ています。お心当たりのある方や、ご両親からお話を聞いたことのある方が
いましたら、ぜひ博物館までご連絡ください。 

ホームページも 

要チェック！！ 

今年の４月より市総合博物館でスタートしてい

る「本土復帰50周年関連パネル展」の展示替えを

行いました。   

 今回は「宮古まつり」をテーマとし、第１回

（1974年）と第２回（1975年）の様子を写真と

共に紹介しています。 

 

     開催日程 ３月まで開催予定 



 

 

◎教職員研修 ⇒市内の幼稚園・公立学校の教諭等を対象に、今日的教育課題や学校課題に即した 

           テーマで研修会を開催し、学校教育の活性化に寄与する。 

 「学校課題アンケート」を実施し、各学校で、今、課題となっているテーマについて、連携大学等専門家の

協力のもと研修会や講座、特別支援教育指導員派遣プログラムを企画・開催しています。 

 ６  特集 宮古島市立教育研究所について 

   
Ⅰ 設置の目的･･･教育に関する専門的・技術的事項の研究および教育関係職員の研修を行う。 

Ⅱ 主な事業･･･①研修事業 ②情報・広報事業 ③適応指導教室「まてぃだ教室」 

   宮古島市立教育研究所 

①研修事業･･･入所研修、教職員研修、教育文化講演会等研修事業の充実を図る。  

◎入所研修 ⇒市内の小中学校教諭から年間２人（幼稚園教諭１人）を選任します。研究教員は、それ 

                  ぞれの教科・領域の研究テーマで研究を行い、研究の成果を報告書にまとめ報告会 

                  等で発表します。 

〔研修期間の概要〕 

前半（４月～７月）・・・毎月１回(月末)の事前研修会を通して、これまでの自身の教育実践を省察します。 

中間（８月～９月）・・・指導講師(琉大教育学部)と研究の方向性について協議を深めます。 

後半（１０月～３月）・・・研究所に入所し、理論研修・検証授業に取り組み、研究成果を報告書にまとめます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

に即したテーマで研修会を開催し、学校教育の活性化に寄与する。 

 「学校課題アンケート」を実施し、各学校で、今、課題となっているテー 

《主な所内・所外研修》 

①研究テーマに基づく指導法工夫・改善研究 

※授業研究を行い、仮説検証型の報告書を作成 

→指導講師検討会･･･社会科(山口剛史先生) 

体育科(砂川力也先生) 

(指導講師による専門的な立場からの指導助言) 

→所内検討会･･･所長、指導主事等 

(テーマ、理論、検証授業等について検討など) 

②研究教員の資質向上に係る研修 

→市教委、教育事務所主催の研修会への参加(必要に応じて･･･) 

→ラウンドテーブルへの参加 

  (東京ｻﾃ：11/12土､福井RT：2/18土､19日) 

③研究団体等研究発表会等への参加 

→県中学校社会科研究大会(島尻大会10/21金) 

→県学校体育研究発表会(公開授業11/25金) 

《入所後の流れ》 

１０月 入所式・研修計画立案 

   所長講義(週１回) 

１１月 第１回検証授業 

   (第２週ごろ) 

１２月 第２回検証授業 

   (第２週ごろ) 

１月 第３回検証授業 

   検証のまとめ 

２月 プレゼン作成 

   公開授業・研究発表会 

   (2/28火) 

３月 全体研究協議会 

   報告書作成 

   退所式 

貴校における主な課題は、 

次のカテゴリーのうちどれですか？ 

・「学習指導・学習評価」77.8% 

・「特別支援教育」11.1% 

※学習指導・学習評価には、特別支援教育の 

内容を含む課題も挙げられていました。 



 

 

 

◇教 育 文 化 講 演 会◇  

   市民、教育関係者を対象に教育的、文化的テーマで講演会を開催いたします。 

   今年度は、世界で活躍する天文学者が宮古島に集結し、国際天文学研究会による、 

  一般向け講演会の開催を予定しています。 

開催日 ： 令和４年12月１７日（土） 

①ミドルリーダー育成講座・学校課題解決に向けた研修会 

→各学校の課題解決と教職員の組織的・一体的な取組の 

  推進を図るため、県外現職教員による講話をオンライン 

  で実施しました。今後も各学校のニーズに応じた研修・ 

  講座等を実施して参ります。             

②運動療育を活用した特別支援教育指導員派遣プログラム 

 →レジリエンス・スポーツセンター 栄 孝之 氏を招聘した観察とフィードバックを実施。 

 本プログラムでは、運動面のアドバイスのみならず、支援体制のあり方（組織的な関わり）や先生方が

今、実際に困っていること、対象となる子どもが本当に困っていることなど、心にストンと落ちるフィード

バックを頂くことができます。ぜひ、たくさんの学校・園にご活用頂きたいと思います。 

             
 

②情報・広報事業･･･紀要等の刊行とインターネットを活用した情報を発信する。 

③適応指導教室･･･宮古島市の心理的要因による不登校児童生徒に対して、個々の状態に応じた 

                                                   援助指導を行い、自立を促進し、社会性を養い、学校教育への適応促進を

①学習支援 

②体験活動の充実 

③学校との連携（学校復帰や自立に向けた支援） 

④保護者、関係機関との連携等 

安曇川中学校(滋賀県) 

 堤 祥晃 教諭 

青郷小中学校(福井県) 

 松見 眞希 教諭 

７  特集 宮古島市立教育研究所について 

 研究紀要を発行し、研究所事業の周知を図っています。ま

た、研究教員の報告書を「研究報告収録」として作成・配布す

ることで、研究成果の波及に努めています。 

 「教育研究所だより」にて、研修会の様子や諸事業の紹介

などを行うとともに、教育研究所ホームページも随時更新し、

事業計画や活動報告を行っています。 

 まてぃだ教室は、旧宮原幼稚園にあります。教室には３人の先生方がいて、登室している児童生徒のみなさん

に支援を行っています。特色ある取組としては以下の４つがあげられます。体験活動においては、JA青壮年部の

協力の下、栽培活動を行い、子ども達の社会性やコミュニケーション能力を育む取組を行っています。 


